

























































































































































































































































イグザミネーシヨン やや かなり 枠組み 無記入
項目 講義での教え方 容易である 容易である 困難である の合計
頭から足まで系統別 3 14 14 事長31
胸部視診 看護過程のアセスメントの枠組み別 。 7 3 10 
(胸郭の動き) 疾患別 。 5 6 
症状・徴候別 。 6 5 11 
組み合わせ 3 。 4 
頭から足まで系統別 2 11 18 31 
胸部視診 看護過程のアセスメントの枠組み別 。 7 3 10 
(左右対称性) 疾患別 。 4 4 8 
症状・徴候別 。 5 4 9 
組み合わせ 2 4 
頭から足まで系統別 12 16 29 
胸背部の聴診 看護過程のアセスメントの枠組み別 4 5 10 
(呼吸音の聴取) 疾患別 。 6 7 
症状・徴候別 。 7 6 13 
組み合わせ 2 。 3 
頭から足まで系統別 4 16 7 事 27
下脹の脈の触診 看護過程のアセスメントの枠組み別 9 11 
(足背動脈) 疾患別 2 3 2 7 3 
症状・徴候別 3 7 3 13 
組み合わせ 。 2 
頭から足まで系統別 17 13 31 
下肢の脈の触診 看護過程のアセスメントの枠組み別 。 8 4 12 
(後腔骨動脈) 疾患別 。 2 3 5 
症状・徴候別 。 7 5 12 
組み合わせ 。 。 。 。
頭から足まで系統別 17 12 3ー0
下肢の脈の触診 看護過程のアセスメントの枠組み別 。 8 4 12 
(膝か動脈) 疾患別 。 2 3 6 
症状・徴候別 。 4 8 12 
組み合わせ 。 。 。 。
頭から足まで系統別 2 19 10 31 
下肢の脈の触診 看護過程のアセスメントの枠組み別 。 9 4 13 
(大腿動脈) 疾患別 。 2 3 3 
症状・徴候別 O 2 9 11 
組み合わせ O 。
頭から足まで系統別 4 19 8 31 ， 
皮膚の視診 看護過程のアセスメントの枠組み別 。 5 6 
(皮膚・爪の状態)疾患別 5 2 8 2 
症状・徴候別 9 2 12 
組み合わせ 3 。 4 
頭から足まで系統別 10 17 3 物 30
皮膚温の触診 看護過程のアセスメントの枠組み別 。 5 3 8 
疾患別 2 。 3 5 
症状・徴候別 4 8 13 






フィジカル・イグザミ 授業での学び 入職時の50困九難度 (%)
ネー ション項目 0% 100% P値
心音聴取 講義のみ I 
(リズム・雑音の異常) 講義と演習 I ※ 
学ばなかった
心拍と脈拍の同時 講義のみ
測定 講義と演習 ※※ 
学ばなかった
腹部聴診 講義のみ I 
(腸嬬動音) 講義と演習 1 I ※ 
学ばなかった
腹部触診 講義のみ
(腫癌の有無) 講義と演習 I ※ 
学ばなかった
腹部触診 講義のみ I 












フィジカJレ・イゲザミ 芙習での体験 入職時の5困0弘難度 (%)
ネー ション項目 0% 100% P値
胸部視診 体験した








(後腔骨動脈) {本馬食しなかった ※※ 
下肢の脈の触診 体験した
(膝富動脈) 体験しなかった ※ 
下肢の脈の触診 体験した








(歩行・歩容) 体験しなかった ※ 
ROM 体験した
(関節可動域測定) 体験しなかった ※ 
MMT f本験した
(徒手筋力テスト) 体験しなかった ※ 
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